
書式第 8号 (法第 10条・第25条関係)

設立・定款変更用

7年度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人こどものみらい教育推進協会

1 事業実施の方針
本法人は、地域の子どもたちに無料でプログラミングを体験できる機会を提供するとともに、将来的

なIPリ テラシー向上とキャリア形成支援につなげることを基本方針とする。令和 7年度は設立初年度と

して、地域単位での参加型イベントを中心に実施し、子どもたちが自ら学び、将来の可能性を広げる場

をつくる。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【  130  1千円 )
定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

地域ごとに開

催する、子ど

も向け無料プ

ログラミング

体験イベント

の企画・運営

小学生。中学生を対象とし
た無料のプログラミング
体験イベントを、地域ごと
に 1日 4回で年 2回 (夏・
冬)開催する。

3月

都内及び
石川県の
同様の活
動をして
いる協力
教室 。公
共施設

12名

地域に在
住または
通学する
小学生・
中学生

10名 ×
1日 4回
×年 2
回 ×地
域数

90千円

プログラミン
グ教育を通じ
た !Tリ テラシ
ー向上および
キャリア形成
支援事業

・情報教育を通じて、情報
化社会を生き抜く基礎的
な ITリ テラシーを育成す
ス
・イベント終了後に保護者
向けの説明や簡単な相談
の場を設け、子どもたちの
学びを継続的に支える仕
組みを構築する。

3月

都内及び
石川県の
活動をし
ている協
力教室・
公共施設

12名

地域に在
住または
通学する
小学生 。

中学生及
びその保
護者

10名 ×
1日 4回
×年 2
回 ×地
域数

20千円

プログラミン

Z談幕F器裏
発信 (バ ンフ
レット、ウェ
プサイ ト等 )
の制作・提供

・イベン ト案内や活動報告
をまとめたパンフレット
を作成し、地域住民や関係
者に配布する。
・ ウェプサイ トを整備 し、
プログラミング教育に関
する情報を広く発信する。
・子どもたちが自宅や他の

繁菖仄 兵橘蕩鶏 驚顔
考資料を提供する。

随時
正会員の
自宅から
実施

10名

プログラ
ミング教
育に関心
のある小
学生・中
学生・そ
の保護者
及び教育
関係者

年  間
150名 20千円



書式第 8号 (法第 10条 。第 25条関係)

設立・定款変更用

8年度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人こど立のみらい塾菫推進盤金

1 事業実施の方針
本法人は、前年度に引き続き、地域の子どもたちに無料でプログラミングを体験できる機会を提供し、

ITリ テラシーの向上と将来的なキャリア形成支援を行う。令和 8年度は、令和 7年度の取り組みを基盤

に、開催回数や対象地域の拡大を図り、活動の充実と社会的効果の向上を目指す。また、保護者や教育

関係者との交流事業や情報発信を強化し、地域社会全体で子どもたちの学びを支える仕組みを発展させ

る。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【  270 .】千円 )
定 款 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

地域ごとに開

催する、子ど

も向け無料プ

ログラミング

体験イベント

の企画・運営
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を
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動
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共

12名
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る
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に
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通
小
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高
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年
×
数
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をまとめたバンフレット
を作成し、地域住民や関係
者に配布する。
・ウェブサイトの情報発信
を充実させ、プログラミン
グ教育に関する情報を広
く発信する。
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グ
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係
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地
住
プ
ミ
育
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護
育

×
回
域

名
２
地

１０
年
×
数

20千円



書式第 9号 (法第 10条 。第 25条関係 )

7年度 活動予算書 (その他事業が上上場合)
設立・定款変更用

特定非営利活動法人こどものみらい教育推進協会
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正会員受取会費
賛助会員受取会費

01

30,000.

70 000ン テ ア

0

30,000
受取寄附金

施設等受入評価益

受取補助金

地摯ごと|こ開催する.子 ども向け
=ヽ
プログラミング体験イベントの企面・通常事業収益

プログラミング教育を通したlT,テ ラシー向「 およびキャリア形成支援事業事業収益
プログラミング●育に関する011.情 報発信 (バンフレント.ウ エプサイト年)の日作・

=供
,彙収奎
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(2)その■uE費
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消耗品費
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通信運搬費
地代家賃
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減価償却費
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書式第 9号 (法第 10条・第 25条関係 )

8年度 活動予算書 (その他事業が上登場合)
設立・定款変更用

特定非営利活動法人ことものみらい教 推進協会
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印刷製本費
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地代家賃
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